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 目下パレスチナに対して行われているイスラエル軍の攻撃により、パレスチナ・ガザ

地区にある 12の高等教育機関の全てが破壊された。 

 2023年 10月以降、イスラエル軍の軍事侵攻によって引き起こされている、パレスチ

ナ住民が無差別に生命を奪われ、住居や共同体を失い、友人、家族、大切な人を喪い、

飢餓や脱水に陥らされ、怪我や感染症を負わされ、安心・安全に暮らす権利が当然のよ

うに奪われている全ての状況に抗議を示したい。 

 そして吉田寮自治会は、学生など大学に関わる人々が学業や研究活動に集中できる環

境を重視する主体として、また、学術・文化活動の恩恵を社会で広く共有することを目

指す主体として、イスラエル軍によるパレスチナの大学への攻撃行為、文化・歴史への

破壊行為へも抗議するとともに、攻撃の即時停止を求める。 

 

 本年 1 月のアルジャジーラによる報道1では、イスラエル軍は組織的にガザ地区の大

学への攻撃を行っており、中にはキャンパスが爆撃を受けた大学も存在する。1月時点

で、既に最大で 4,327人の学生が亡くなっているという。また、イスラエル軍による市

街地への攻撃が続いており、リモート機能などを使用してすら、安心して学べる環境が

なくなっている。目下のイスラエル軍の行為は、民間人に対する虐殺であると言わざる

を得ず、紛争の範疇を超えている。吉田寮自治会は、即時停戦によるパレスチナ・ガザ

地区の学生など住民の安全、学ぶ環境の確保が早期に実現することを希求し、ここに本

声明を発出する。 

 

 また世界的に、イスラエル軍に対して抗議の声を上げる学生・教職員への弾圧が続け

られている2。自由に声を上げる行為は、世界人権宣言 19 条3で述べられているように、

全世界に普遍的な権利である。治安当局、大学当局が強権的に主張を圧殺する行為はあ

ってはならない。吉田寮自治会は、こうした弾圧に対しても抗議の意を表明する。 

 

1 https://www.aljazeera.com/news/2024/1/24/how-israel-has-destroyed-gazas-schools-

and-universities  

2 https://www.fnn.jp/articles/-/696012  

3 「すべて人は、意見及び表現の自由に対する権利を有する。この権利は、干渉を受ける

ことなく自己の意見をもつ自由並びにあらゆる手段により、また、国境を越えると否とに

かかわりなく、情報及び思想を求め、受け、及び伝える自由を含む。」参考：

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/jinken/06082102/016/002.htm  
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